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◎誤差拡散法とは 
1975年に Robert W. Floyd 氏と Louis Steinberg 氏によって発案された。 
ランダムディザの一種で，原画像と処理画像の局所平均誤差を最小にすることをねらいに，着目画素近傍の既に2値

化処理した画像における原画像との差分を画素間距離等に対応した重み付けを行って着目画素に足し合わせ，一

定の閾値により2値化する方法．比較的良い再現性を示すが，特有のテクスチャーが目立つ場合がある。条件付ディ

ザ法の一つで、写真などの連続調画像を２値出力の装置で表現する為のディザ処理の一つで，２値化処理を行う画

素の周囲や，２値化された結果により発生した誤差等を用いて閾値処理を変更する方法．平均誤差最小法ともいわ

れる。こちらはディザ法よりも一般的に品質が良いとされています。 
 
誤差拡散法の基本的な考え方は、減色処理によって生じた誤差を近傍の画素に拡散させ、画像全体としての誤差を

最小にしようとする手法になります。 
フルカラー画像を限定されたカラーパレットで表現された画像への変換を行う場合、元の色に最も近い色をパレット内

から選び出し、その色に変換していくことで減色処理を行います。この変換を行う時に、元の色がパレット内に存在し

ない限り誤差が発生するので、これを周囲の画素に拡散させることで全体としての誤差を小さくします。 
一般に誤差拡散法では Floyd&Steinberg 型が有名で、デジタルカメラやイメージスキャナ、プリンタなどで広く使われ

ています。 
この手法は右、左下、下、右下の4画素に比率を変えて誤差を拡散させます。 
 
 
◎具体例 
 
疑似解像度を利用することで、かなり画質のよい変換結果を得ることができるようになります。しかし、色数の少ない環

境で処理を行なった場合、縞状の模様が発生することがあります。 

疑似解像度を利用する方法では、いくつかのピクセルの色コードから求めた平均値を使って点描画を行なっているた

め、どうしても誤差が発生します。例えば、拡大・縮小処理を N倍の疑似解像度で行なった場合、一つのピクセルに

集められる色コードは N2個になるので、点描画を行なうときは N2で割って平均値を求めることになって、その時の剰

余が誤差になります。先ほどのサンプル・プログラムでは求めた値を四捨五入して整数化しているので、誤差は ± N2 
/ 2 の範囲内の値を取ります。色コードに対する階調も N2 倍あれば、和の値をそのまま利用することができることか

ら、平均化の処理は、階調を落とす操作である「二値化」や「減色化」とほぼ同じ処理であると見ることもできます。この

ような場合に、画像の劣化を抑える手段として「誤差拡散法(Error Diffusion Method)」があります。 

 

誤差拡散法は、切り捨てられた下位ビットの値を周囲のピクセルに分配して画像の劣化を抑える手法です。ビットを切

り捨てることによって階調は連続的に変化しなくなり、それによって縞模様は発生します。誤差を周囲に散らすことによ

って、擬似的に連続した変化に見えるようにしているわけです。 

切り捨てられる端数分の"散らし方"はいくつかあります。参考文献 1 に紹介されていた方法は、端数の半分を現在位

置の右隣、1/4 を右下、1/8 を左下、そして残りを下側に分配しています。他にも以下のような分配方法があります。 

◎方法 

Floyd-Steinberg 法 

 

 現在位置 [7/16] 

[3/16] [5/16] [1/16] 

 

Jarvis, Judice & Ninke 法 
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